
国 語 科 学 習 指 導 案 
指導者  京都市立修学院第二小学校 萩原良夫  西村麻希 

 
１．日 時   平成２０年６月１２日（木）第５校時 

２．学 年・学級   はに組 

（２年女子１名 ３年男子１名 ４年男子１名 ５年男子１名 計４名）       

３．単 元／ 教材   おはなしだいすき ～おはなししよう（作文）～ 
４．単元でつけたい力 

◎ 出来事を想起し、事実に基づいて話す力。 
○  単語や文節の順序に気づき、文として表現しようとする力。 

５．単 元 構 想      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

月 その時間につけたい力 評 価 規 準（評価資料） 観点 
４ 
 

・５W１H のカードをヒントに、出

来事を思い出して話す力。（話す） 
 
・カードを手がかりにして、発表し

た内容を文で表現する力。（書く） 

・５W１H のカードをヒントに、出来事を
想起して話そうとしている。 

 
・カードを見ながら作文用紙に正しく書い

ている。 

関 
話 
 
書 

５ 
 

・５W１H のカードをヒントに、出

来事を思い出して話す力。（話す） 
 
・カードを手がかりにして、発表し

た内容を文で表現する力。（書く） 
・声の大きさに気をつけて話す力。 
            （話す） 

・５W１H のカードをヒントに、出来事を
想起して話そうとしている。 

 
・カードを見ながら作文用紙に正しく書い

ている。 
・聞き手を意識して、声の大きさに気をつ

けている。 

関 
話 
 
書 

 
話 

○6  ・５W１H のカードをヒントに、出

来事を思い出して話す力。（話す） 
 
・文末表現に気をつけて質問したり、

質問に答えたりする力。（話す） 
・カードを手がかりに、文の構成を

考える力。（言語事項） 
・声の大きさに気をつけて話す力。 
            （話す） 

・５W１H のカードをヒントに、出来事を
想起して話そうとしている。 

 
・単語だけでなく、文の最後まで話してい

る。 
・カードの順序に目をむけて構成を考えて

並びかえようとしている。 
・聞き手を意識して、声の大きさに気をつ

けている。 

関 
話 
 
話 
 
言 

 
話 

７ 
 

・５W１H のカードをヒントに、出

来事を思い出して話す力。（話す） 
 
・文末表現に気をつけて質問したり、

質問に答えたりする力。（話す） 
・カードを手がかりに、文の構成を

考える力。（言語事項） 
・声の大きさに気をつけて話す力。 
            （話す） 

・５W１H のカードをヒントに、出来事を
想起して話そうとしている。 

 
・単語だけでなく、文の最後まで話す。 
 
・カードの順序に目をむけて構成を考えて

並びかえようとしている。 
・聞き手を意識して、声の大きさに気をつ

ける。 

関 
話 
 
話 
 
言 
 
話 

９ 
 

・５W１H のカードをヒントに、出

来事を思い出して話す力。（話す） 
・友だちの発表を聞いて一言感想を

述べる力。（話す） 
・文の構成を考えながら作文を書く

力。（書く） 

・５W１H のカードをヒントに、出来事を
想起して話そうとしている。 

・友だちの発表に興味をもって聞く。 
 
・自分で作文を書き進める。 

関 
話 
聞 
 
書 
 

１０ 
 
 
 
 
 
 
 

・５W１H のカードをヒントに、出

来事を思い出して話す力。（話す） 
・友だちの発表を聞いて一言感想を

述べる力。（話す） 
・文の構成を考えながら作文を書く

力。（書く） 

・５W１H のカードをヒントに、出来事を
想起して話そうとしている。 

・友だちの発表に興味をもって聞く。 
 
・自分で作文を書き進める。 

関 
話 
聞 

 
書 

 



６．本 時 の 展 開         
○ 児 童 の 活 動       ★ 評 価 □ 個 別 の 指 導
・ 支 援  

 
主 な 発 問 と 指 導 ・ 支

援  A 児  B 児  C 児  D
児  

は
じ
め 

○火曜日の「おはなししよう」

で発表してくれた話を思い

出してみよう。 
 

・キーワードとなる言葉が書か

れたカードを提示する。 

・個々に合わせた提示の仕方を

する。 

 
 
 
 

★ キーワー
ドカード
を見て誰
の話なの
か分かる
。 

□ キーとなるカードを提示す
る。 

 
 
 

略 

 
 
 
 
略 

 
 
 
 
略 

な
か 

○みんなのおはなしカードを

並べてみます。 
◎おはなしがわかるようにカ

ードを並べてみましょう。 
 
・カードをバラバラに並べる。 

 
 
 
 
★ カードの並びの違いに気付
いている。 

★ 話の順序（文の構成）を考
えてカードを並び替えてい
る。 

□わかりにくい場合は順序が
わかるようにヒントを出す
。 

 
 
 
 
略 

 
 
 
 
略 

 
 
 
 
略 

お
わ
り 

○丁寧に作文用紙に書きまし

ょう。 
○一人ずつ発表しましょう。 
 
・書き進めにくい児童には、指

差し等をして一文字ずつ書

くようにする。 
・児童に合わせた作文用紙を用

意する。 

 
 
 
 
 
★ 並び替えたカードを見なが
ら、正しく書き写している
。 

□滑り止めボードを用意する
。 
 
★声の大きさに気を付けて読
んでいる。 

□発表の前に注意を促す。 
 
★読んでいる友達の方を見て
いる。 

□拍手や指差しで気付かせる 

略 略 略 

７．本時の板書計画 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
黒板 

 
 
 
 
 
 
個人用 
ホワイトボード 

 
 
 
 
 
 
個人用 
ホワイトボード 

 
 
 
 
 
 
個人用 
ホワイトボード 

 
 
 
 
 
 
個人用 
ホワイトボード 

○カードを見て、誰のおはなしか考える。 

○文の構成を考えてカードを並び替える 

○カードを見ながらていねいに作文にす

る。 
 



               平成 20 年８月１９日 
授 業 者 省 察 

京都市立修学院第二小学校 萩原 良夫  
      西村 麻希 

単元構想 
 本単元「おはなししよう」は昨年から取り組んでいる学習である。毎週休日の出来事について，５Ｗ

１Ｈ（いつ・だれと・どこで・どのように・なにをした・どんなきもち）のカードを手がかりに，みん

なの前で発表する学習を積んできた。自分の経験したこと，体験したこと，楽しかったことなどを聞い

てもらえる場として，どの児童も楽しみにしている様子が伺える。５Ｗ１Ｈのカードを手がかりに，「昨

日，僕は，お兄ちゃんと・・・」などと話を進めていくが，話し言葉の獲得が充分ではなく，伝えたい

ことがうまく伝わらなかったり，文の組立に混乱したりすることもよくみられる。また，日によっては

話す内容を想起できない児童もいる。 
このような実態から今年度は，発表したことを文章に書き表す活動を取り入れ視覚化してみることで

自らの生活を豊かにしていける話し言葉や文字の獲得を目指し，言葉を通して人と関わる能力の向上を

目指すための単元として再構築してみた。更に，友だちの発表を聞いた後に，「質問はありませんか。」

というやりとりを取り入れることで，その経験を通してこれらの力の獲得の手助けをし，コミュニケー

ションの向上もねらえるのではないかと考えた。 
話し手を見る，聞き手に目を向ける，友だちの話の内容を理解して質問をする，質問を聞いて答える，

そして更に話の感想を言う，というような活動を積み重ねることが，子どもたちの生活の中で使える言

葉・文字を広げ定着することにつながり，人と関わる力の基礎につながるものだと考えている。 
 
1. 研究主題との関連 
 研究主題である「確かに読む 豊かに読む ～付けたい力から始まる国語学習～」から，育成学級は

に組では目指す子ども像を「お気に入りの場面をえらぶ。おはなし絵本に親しむ。」と設定している。      

学級文庫には絵本や図鑑，言葉遊びの本などがあり，色々な種類の本に親しめるようにしている。児

童はと言うと，ほとんどが同じ図鑑に偏って読んでいるという現状がある。絵や写真などの点に対する

興味から，言葉のつながり，話の展開など，連続性のあるものへの理解へとつながれば，文字を獲得し

て書かれている文章を正しく読む力と相応し，ストーリーの展開や結果を楽しむことができるのではな

いかと考えている。 
 

2. 実践からの省察 
 毎週取り組んでいる学習活動なので，どの児童も見通しをもって意欲的に学習に向かうことができた

それぞれの児童で，並び替えるカードの枚数や複雑さは異なるが，どの児童も自分の発表した内容に合

うようにカードを並び替えて作文できたように思う。また，学習時間を積み重ねることで，友だちのカ

ードにも興味を示し，カードを見たり，読んだり，友だちの文章についても考えようとする姿が見られ

るようになってきた。 
授業の最後に作文を読む活動については，どの児童も自信をもって堂々とした態度で発表することが

できた。書いたり読んだりすることが，楽しいと感じているように思う。 
 今後は，単語や文節カードの手がかりなしで，自分の頭の中で文を構成して作文できるようにしてい 


